
　　　（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
（今年度の成果と来年度に向けた課題等） 評価

国語

○全国学力調査では、「必要なことを質問しながら聞き、
話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉え
ることができるか」を問う設問で、正答率が１００％で全国
平均を２６．０ポイント上回った。
◆自分の考えを持つ、友達の考えと比較しながら聞く等、
言語活動を活性化し、子どもたちが主体的に取り組むこと
を継続的な課題と考えている。

・フリートークを取り入れた学習を展開し、自ら問い
を持ち、課題解決に向けて話し合う中で、考えたこ
とを相手や目的、意図に応じて話したり、理由や根
拠を説明したりする活動を通して、自分の考えを表
現するために必要な能力を高める。

・全国学力・学習状況調査、単元テストの平均正答
率で、到達度の目安となる全国平均正答率を上回
る。

・フリートークによる授業を展開し、「書くこと」「話す
こと」を授業の中に取り入れて、自分の考えを持ち、
友達の意見と似ているところや違うところを比べな
がら聞く等の活動を積極的に行う。
・自分の考えを書く、質問や付け足しをして話し合い
をする、など、言語活動の活性化によって、一人ひ
とりの理解を深める。

○全ての領域で無回答率が0％で、正答率もほぼ全国平均並みか、
全国平均を上回った。
○「知識及び技能」で、とくに「情報の扱い方に関する事項」の領域に
おいて、全国平均を12.5ポイント上回り、正答率100％となった。
◆「思考力、判断力、表現力等」の領域の「話すこと・聞くこと」につい
て、正答率が全国平均を下回った。

B

算数
数学

○「数と計算」の領域の「示された日常生活の場面を解釈
し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と答えを式や言葉
を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかどうか
を判断できるか」を問う設問で、正答率が全国平均を３２．
２ポイント上回った。
◆自分の考えをノートや黒板、iPadを使って発表したり、図
や表を使って説明したりすることに課題がある。

・ガイド学習を取り入れた学習を展開し、友達の発
表に対して質問や付け足しをして、話し合いをする
など、対話によって学びを深める授業の中で「自分
の考えを分かりやすく説明する」「資料やデータを活
用する」などの必要な能力を育成する。

・全国学力・学習状況調査、単元テストの平均正答
率で、到達度の目安となる全国平均正答率を上回
る。

・ガイド学習を展開し、自分の考えをノートや黒板、
iPadを使って発表したり、図や表を使って説明したり
する活動を積極的に行う。
・題意把握、自力解決、集団解決において資料や
データ、具体物や半具体物、絵や図などを活用した
活動を通して理解を深める。

○全ての設問で無回答率が0％であった。
○「図形」「変化と関係」「データの活用」の領域で、全校平均を上回っ
た。とくに「図形」については15ポイント上回り、正答率81.3％であっ
た。
○「知識・技能」の評価の観点では正答率80.6％で、よく理解できてい
た。
◆「数と計算」領域で、正答率が全国平均を下回った。

B

○全国学力調査の「学習の中でPC・タブレットなどのICT
機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」の質問で、
肯定的な回答が８８．９％と全国水準より２０ポイント高く
なった。
◆タブレット端末を使って発表したり、図を使って説明した
りする活動に取り組み、考えを表現したり、考察したり、判
断したりする力を伸ばす。

・資料やデータを使って自分の考えを説明する、資
料の提示の仕方を工夫する、プレゼンを作成する
等、「友だちとの対話を通し学びを深める授業」に、Ｉ
ＣＴ機器を積極的に活用して授業改善を進める。

・全国学力・学習状況調査の質問紙、学校評価の
児童アンケートの「ＩＣＴ機器の活用」についての結
果で、昨年度と同程度、あるいは上回る。

・各教科で資料を提示したり、データをもとに話し
合ったりする活動にタブレット端末を活用し、情報の
収集、整理、分析等の技能の伸長を図る。
・タブレット端末を活用した協働的な学習の充実、情
報の整理等を学習に位置付け、思考の可視化、操
作化を促す。

○学校アンケートでも「ICT機器を使うのは勉強の役に立つ」と答えた
児童が94%と高評価となった。
○今後も、タブレット端末を活用した協働的な学習の充実を図り、情報
の収集、整理、活用等を授業の中に位置付けた取り組みを進めてい
く。 A

○年度初めに学力テストを行い、各児童の漢字、計算の
学力について把握し、個別支援に活かす。
◆ミライシードを活用し、朝学習等で取り組むとともに、更
に家庭学習との連携を進める。

・テストやプリントによる評価を活用して、基礎的な
学習の定着を図り、「分かる」を実感させることで、
すべての児童が学ぶ喜びを感じる授業づくりを進め
る。

・個別学習、補充学習等により、確実な定着を図り、
単元テスト等で見取る。

・年度初めの学力テスト等で、各児童の学力の把握
を行い、結果を授業改善、個別支援に活かす。
・ミライシードを活用、朝学習でドリルパークの取り
組みを定着させると共に、家庭学習と連携を図る。

○年度初めの学力テストで、各児童の学力の把握を行い、結果を授
業改善、個別支援に活かすことができた。
○漢字ドリルを活用した学習、家庭学習や朝学習でドリルパーク （ミラ
イシード）を活用した取り組みを進めていることが成果となって表れ
た。

A

○質問紙の「規範意識」「生活習慣・学習習慣」については
概ね良好である。児童アンケートの「おのっこ読書」の取り
組みで、読書が好きな児童が増え、学習習慣の好評価に
もつながっていると考える。
◆質問紙で、国語が好きな児童が８８％であったのに対
し、算数・外国語は３０～４０％と低かった。

・質問紙と児童・保護者アンケートの結果を連動さ
せ、学習習慣・生活習慣の見取りを行いながら、音
読カード、自主学習ノート等による家庭学習の習慣
化と、図書室利用の活性化、隙間読書の定着を図
る等の取り組みを継続していく。

・質問紙の「生活習慣・学習習慣」について、算数・
外国語で昨年度を上回り、学校評価の児童アン
ケートの「読書が好き」「読書時間」の結果において
昨年度を上回る。

・全学年で音読カード、自主学習ノート等の家庭学
習を定着化し、学校司書と連携した図書室の利用
の活性化、毎月２３日の「おのっこ読書の日」の設
定や、隙間時間を利用した読書タイムの習慣化を
図る。

○音読カード、自主学習ノート等で家庭学習を定着化を図り、学校司
書と連携した図書室の利用の活性化を進めることができた。
◆学校評価の児童アンケートの「読書が好き」「読書時間」の結果にお
いて昨年度と大きく変化はなかった。数値は比較的に高いので、今後
も「おのっこ読書の日」の設定や、隙間時間を利用した読書タイムの習
慣化を進めていく。

B

○家庭学習の手引き「がんばれ小野っ子」で具体例を示
し、児童アンケートで成果を見取ることができた。
◆音読、漢字・計算の復習等の継続、自主学習の取り組
み等、家庭学習の習慣の定着を図る。

・家庭学習の充実、読書習慣作り等に取り組んでい
けるよう家庭と連携していく。

・家庭学習の課題について、家庭学習の手引き「が
んばれ小野っ子」等で具体例を示しながら、家庭学
習、読書習慣の定着を図り、学校評価アンケートに
よる評価結果の向上を目指す。

・家庭学習の音読カードや、朝学習のドリルパーク
（ミライシード）を活用した取り組みを進め、家庭学
習の手引き「がんばれ小野っ子」を活用した家庭学
習との連携を図る。

○家庭学習の習慣で、児童の評価として10分～60分程度の学習をし
ているという肯定的な回答が増えてきた。
◆家庭学習の手引き「がんばれ！小野っ子」を参考にして、学年に応
じた学習時間「10分×学年」を呼びかける等の支援が必要と考えてい
る。

B

授
業
改
善

○全国学力調査の「学習の中でPC・タブレットなどのICT
機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」の質問で、
肯定的な回答が８８．９％と全国水準より２０ポイント高く
なった。
◆タブレット端末を使って発表したり、図を使って説明した
りする活動に取り組み、考えを表現したり、考察したり、判
断したりする力を伸ばす。

・資料やデータを使って自分の考えを説明する、資
料の提示の仕方を工夫する、プレゼンを作成する
等、「友だちとの対話を通し学びを深める授業」に、Ｉ
ＣＴ機器を積極的に活用して授業改善を進める。

・全国学力・学習状況調査の質問紙、学校評価の
児童アンケートの「ＩＣＴ機器の活用」についての結
果において、昨年度と同程度、あるいは上回る。

・各教科で資料を提示したり、データをもとに話し
合ったりする活動にタブレット端末を活用し、情報の
収集、整理、分析等の技能の伸長を図る。
・タブレット端末を活用した協働的な学習の充実、情
報の整理等を学習に位置付け、思考の可視化、操
作化を促す。

○質問紙でも、学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用するこ
とには前向きに取り組めているという結果となった。
○今後も、タブレット端末を活用した協働的な学習の充実を図り、情報
の収集、整理、活用等を授業の中に位置付けた取り組みを進めてい
く。 A

○「フリートーク」の研究を通して、言語活動の活性化に継
続して取り組んできた成果が、全国学力調査等の話す力・
聞く力に表れてきている。

・国語フリートークによる学習、算数ガイド学習の研
究を中心に、児童が主体的に取り組む学習の研究
を進める。

・全国学力・学習状況調査の質問紙、学校評価の
児童アンケートの結果を取り入れ、研究目標の成
果を数値の向上で見取る。

・フリートーク、ガイド学習の授業研究に取り組み、
子どもたちに付けたい力や授業のポイントを交流
し、共有することで授業改善を進める。

○フリートーク」による授業を展開し、「書くこと」「話すこと」を授業の中
に取り入れて、自分の考えを持つ等の活動を積極的に行うことで、「伝
えたいことを明確にして書く」等の力を伸ばすことができた。 A

○児童理解、フリートーク、人権教育等の研修を計画的に
行い、共通理解を進める。

・学力向上の研修とガイド学習、ICTの活用等、課題
に対応した研修を効果的に組み合わせて行う。

・研修の回数、具体的な内容を設定し、学校評価等
でPDCAサイクルによる検証、検討を行う。

・フリートーク、ガイド学習、ICTの活用、さらに今日
的課題に対応した研修を行い、共通理解を進める。

○フリートーク、ガイド学習、ICTの活用、さらに今日的課題に対応した
研修を年間計画に位置付けて行い、必要なスキルや知識の習得を図
ることができた。 B

○行事に参加された 保護者が増えた。
◆コーディネーター、窓口等、地域人材活用の連携体制を
とる必要がある。

・「地域とともにある学校」を推進し、保護者、地域の
学校教育への関心を高め、連携を深める。

・学校だより、学級通信、学校メール等で積極的に
情報を発信し、保護者アンケートで内容の評価、検
討を行う。

・年間計画に位置付けた保護者参加行事の設定、
各教科や総合学習における地域人材の活用、学校
運営協議会による学校評価の連携を進める。

◆各教科や総合学習における地域人材の活用について、コーディ
ネーター、窓口、さらには学校運営協議会の協力体制等、地域人材活
用の連携体制を整備していく必要がある。 C

○小中連携により、質問紙の中学校区での合同分析で、
学校生活が安心・安定しているという結果につなぐことが
できた。また、家庭学習や英語学習の課題について、さら
に共有を図る。

・これまでの中学校区四校交流の取り組みを継続
し、共通した学習習慣、学習規律の策定等に向け
た小中学校間の連携を深める。また、「指導の一貫
性」「学びの連続性」の実現に向けた取り組みを進
める。

・交流会、連絡会、担当者会等を定期的に開催し、
回数や内容についての検証、検討を行う。

・各校児童の交流、合同での行事開催、職員相互
の授業参観、合同研修会を通じて情報を交流し、児
童生徒理解、教育課題の共有を進める。家庭学習
や英語学習の課題に取り組む。

○学力・学習状況調査の中学校区での合同分析を行い、安心・安定し
た学校生活、各校の学習の取組内容、家庭生活の変化等について、
さらに課題についても共有を進めることができた。 A
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小野小学校長　山本　司　　　　　　　
令和６年度　学力向上指導改善プラン

学力に関する前年度の状況・経年の課題等

学校教育目標

推進主体

４月

学力向上に向けての重点的な目標

２～３月

年度末評価

心豊かに たくましく 自ら学び 人とつながる 小野っ子の育成

管理職、学校教育改革推進委員を中心とした学力向上委員会

授業等からうかが
える状況（各教科）

定期テスト、単元テ
ストなどによる状況
（各教科）

全国学力・
学習状況
調査結果
の状況

（国語、算
数・数学に
関する質
問調査の
結果も含

む）


